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平成２７年度 事業計画 

【基本方針】 

現在、６５歳を迎えた団塊の世代が労働市場からの引退過程にあり、加えて、少子

化、核家族化が進む中、シルバー人材センターは、高年齢者の多様な就業ニーズに応

じ、地域社会の日常生活に密着した臨時的かつ短期的又は軽易な就業機会を確保・提

供し、併せて高齢者の生きがいの充実、社会参加の促進により、地域社会の活性化に

貢献しています。 

一方、センターの現状は、高齢化社会における新規会員の確保や新たな就業機会の

開拓など解決すべき課題が山積しています。 

また、国におけるシルバー人材センター関係予算は増額となっていますが、運営費

補助は減額されており、各事業費補助へと切り替えられている現状にあります。 

こうした状況を踏まえ、全シ協における「シルバー人材センター事業のあり方に関

する検討会」による「就業機会の拡大」と「会員の拡大」などを取り上げた事例等を

参考とし、中期事業計画（H26 年～30 年）を踏まえ、各種事業に積極的に取り組んで

まいります。 

 

 

【目  標】 

○ 会員の増強と就業機会の拡大 

○「自主・自立、共働・共助」の理念の推進 

○ 地域との連携の充実 

 

 

【重点項目】 

１.会員の入会促進事業 

２.就業機会の確保・拡大事業 

３.安全・適正就業推進事業 

４.総会等活性化事業 

 

 

Ⅰ シルバー人材センター事業 

 

１ 高年齢者の生きがいと社会参加の促進 

高年齢者の生きがいと福祉の向上を図り、活力ある地域社会づくりに寄与する

ため、高年齢者の入会促進に努め、又、就業上必要な技能及び知識を付与するこ

とにより、高年齢者の能力や希望を生かした就業機会等を実現し、多様なニーズ

に応えます。 
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（１）会員の入会促進事業 

シルバー人材センターの理念に賛同し、自己の知識・経験を生かし、就業

を通じて社会参加と、自らの生きがいづくりを希望する、健康で働く意欲の

ある会員を確保するため、会員及び役職員が一丸となり口コミ運動等を展開

し、会員数の目標を次のとおりとします。 

 

      目標会員数 １,４６０人 

 

① 市広報紙やシルバーとくしまによる会員募集の実施 

② 入会説明会を毎月２回実施（第２・第４水曜日） 

③ 退会者の実態調査を実施 

 

（２）受託等事業（派遣事業を含む） 

     就業開拓・促進委員会が取りまとめた、就業開拓・促進活動方針により、

産業分類別の就業開拓方法、新規事業の開拓、既存業務の掘り起こしなど、

就業機会の確保・拡大に向けた取り組みを進めています。 

     このことを踏まえ、会員の知識や経験、技術や技能を生かし、就業ニーズ

に合った公平な就業提供に努め、つぎの目標とします。 

 

      目標就業延人員   １５１,３００人 

      目標契約金額    ６８３,６００千円 

           （派遣事業 ９０,０００千円を含む。） 

 

（３）講習会等の推進事業 

臨時的かつ短期的な就業に必要な知識及び技能の付与を目的とし、希望

職種に就業することを援助するとともに、家事援助支援従事者の育成、各

職域班における後継者育成やレベルアップのため、次の事業を実施します。 

 

① 剪定班ランクアップ研修 

② 剪定班新人養成研修 

③ ライフサポート事業班新人研修、レベルアップ研修（料理・育児支援） 

 

（４）シニアワークプログラム地域事業 

     高年齢者が希望する職種に就職することを援助し、高年齢者の雇用就業機

会の確保を促進するため、公益社団法人徳島県シルバー人材センター連合会 

と連携し、次の講習を実施します。 

 

① 保育サービス講習 
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② 介護職員初任者研修 

③ フォークリフト技能講習 

④ パソコン実務講習 

 

（５）相談支援事業 

     高年齢者ニーズ（就業、ボランティア活動等）に関する相談、情報提供を 

行うことにより、高年齢者の能力や希望を生かした就業等の社会参加活動を 

実現するために、次の事業を実施します。 

 

① 地区ブロック単位での就業相談の実施（年４回） 

② なんでも相談の実施（毎月第１・３火曜日） 

 

 

２ 普及啓発と就業機会の確保・拡大 

（１）普及啓発事業 

会員の増強や就業機会の確保等は、シルバー人材センター事業発展・拡

充のためには、あらゆる機会をとらえて、地域社会全体にシルバー人材セ

ンターの存在意義、理念、仕組み等を広く浸透させる積極的な活動が必要

であることから、次の事業を実施します。 

 

① 普及啓発促進月間（１０月）でセンター事業活動のＰＲを実施 

② 問屋町「日曜市」で普及啓発活動を実施 

③ 市広報紙の活用と報道機関、各種団体等に情報を提供 

④ 会報誌「シルバーとくしま」の発行（年３回） 

⑤ ホームページの活用 

 

（２）就業機会の確保・拡大事業 

      団塊の世代等が入会することによる多彩な就業ニーズに対応するため、

新たな就業先の開拓及びセンターが受注可能な新しい就業分野、特にロー

テーションが可能な就業分野（派遣事業を含む）の開拓に努める必要があ

ることから、次の事業を実施します。 

 

① 就業開拓・促進委員会の開催（年４回） 

② 就業開拓推進員 2 名から 1 名を増員し積極的に就業先の開拓に取組む 

③ 企業を対象に計画的な就業開拓活動の実施 

④ 地区・職域班組織による就業先の開拓 

⑤ ホームページにより就業情報を提供 
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（３）福祉・家事援助事業（ライフサポートサービス事業） 

介護保険制度の改正により、シルバー人材センターのライフサポートサ

ービス事業で担う役割は、年々大きくなっています。健康な高年齢者が福

祉・家事援助サービスを必要とする高齢者や病弱者等に提供するサービス

として、次の事業を実施します。 

① 福祉・家事援助サービス事業 

・福祉サービスとしては、高齢者、障害者、病弱者などを対象として、 

介助・介護・その周辺業務などで、主として対人サービス。 

・家事援助サービスとしては、個人家庭の掃除・洗濯・買物・食事の支 

 度・園児の送迎などの家事全般を対象としたサービス。 

② 軽度生活援助事業 

・徳島市からの委託事業で、高齢者の生活援助を目的とした福祉サービ 

 ス。 

    ③ 産前・産後家事育児支援事業（ママに安心ヘルプ事業） 

・徳島市からの委託事業で、産前産後の一定期間に、家事や育児を援助

してくれる人がいない妊産婦に対して、家事育児を援助するサービス。 

 

 （４）女性活動活性化事業 

シルバー人材センターにおける女性会員の活動の充実、活性化に関する 

事項を協議、検討しその対策を推進するため、次の事業を実施します。 

 

① 女性活動推進委員会の開催（年３回） 

② 女性会員の入会促進活動 

③ 女性会員の就業機会の確保の推進 

④  交流サロン「やまもも」の開催（月１回） 

 

 （５）地域ニーズ対応事業 

学童保育等の保育施設や高齢者施設、コミュニティ―センター等で、子 

育て世代や高齢者向けの出前教室事業（折り紙、工作、昔遊び、バルーン 

アート、草木染、手品、読み聞かせ、手すき和紙、英語遊びなど）を実施 

し、会員と世代間交流を図り、子どもの健全育成、高齢者の生きがいづく 

りや閉じこもり予防支援を行います。 

 

① シルバー手作りふれあい教室の実施 

 

３ 安全・適正就業の推進 

 （１）安全・適正就業推進事業 

シルバー人材センター事業では、会員の安全就業が最重要課題であり、
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会員の就業中の傷害・賠償事故及び就業途上における事故の防止対策を徹

底的に取り組み、安全意識の高揚に努めます。 

また、受託事業等の就業における内容や形態は、適正な内容で受注し、

公平・公正な就業提供を行い、コンプライアンスを徹底し、安全・適正就

業委員会を中核に推進し、次の事業を実施します。 

 

① 安全・適正就業委員会の開催（年６回） 

② 安全研修会の実施 

③ 安全就業巡回指導の強化（年５回） 

④ 安全就業に関する広報及び啓発活動 

⑤ 健康診断受診の奨励 

⑥ 分かち合い就業の徹底 

⑦ 就業上の不適格会員に対する防止、是正、措置を図る 

 

 

４ 組織体制の充実強化 

シルバー人材センターの理念である「自主・自立、共働・共助」を基本と 

し、会員による自主的な組織運営を促進するため、次の事業を実施します。 

 

（１）地区組織活性化事業 

① 地区長委員会の開催（年２回） 

② 地区総会の開催 

③ ボランティア活動の実施 

④ 安全就業等研修の実施 

 

（２）職域班組織活性化事業 

① 職域班長会議の開催（年２回） 

② 軽作業班活動の推進 

③ 職域班総会の開催 

④ ボランティア活動の実施 

⑤ 職域班就業マニュアルの作成、配布 

 

 （３）総会等活性化事業 

① 定時総会参加者を増やすための具体策の検討 

② 理事会機能の活性化と機能強化、勉強会の実施 

③ 各委員会活動の活性化と機能強化 
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 ５ 防災対策推進事業 

    今後 30 年以内に南海地震が発生する確率は 70％程度と予測されており、東 

   日本大震災を教訓とし、センターにおいても地震防災対策の必要性や重要性を 

   再認識し、地震や自然災害に備える必要があり、次の事業を実施します。 

 

 

 （１）緊急連絡網の整備 

    ① 緊急連絡網の配置(モデル職域班で実施) 

 

 （２）情報管理体制の整備 

    ① 重要書類、テータなどの整理・保管の実施 

 

 （３）就業現場の対応 

    ① 防災対策用マニュアルの作成、配布 

 

 

 ６ 指定管理者業務の推進 

徳島市立考古資料館の指定管理者として業務を推進します。 

 

 

７ その他 

(１)県連合会事業への参加 

徳島県シルバー人材センター連合会が行う下記の事業に参画します。 

・ シルバー派遣事業 

・  有料職業紹介事業 

・ 役職員に対する研修 

・ 調査研究事業 

・ 普及啓発活動 

・ 安全・適正就業推進事業 

・ シニアワークプログラム地域事業 

・ 災害ボランティアネットワーク事業 

 

(２)全シ協、四シ協事業への参加 
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Ⅱ 法人管理 

１ 諸会議の開催 

センターの管理運営及び事業運営の執行に関して必要な会議を、次のとおり 

開催します。 

 

会   議   名 開催回数 

定時総会 

理事会 

年１回 

年６回 

 

２ センター事務局機能の充実 

センターの適正運営と円滑な事業の推進を図るため、センター職員の資質向 

   上に努めます。 


